奈良南部ブロック　2004年度短期計画
1．　ブロック会議を重要な位置づけとし、その役割や決定をできるだけ多くの信徒に伝える。

２．　コミュニケーションを改善することを優先して、各小教区の「広報活動部会」作りを励み、助ける。

３．　「日常からミサを生きる」というテーマやその他の教区の資料を通して、信徒が信仰共同体を体験するように努力する。

４．　信徒の聖書についての意識を深めるように努力する。

５．　南部ブロックの小教区キリスト者小グループを教区の小教区規約を作る指針が示す、小教区の「活動部会

に合わせ,「奉仕者の集い」という「キリスト者小グループ」を作る活動を強化し、参加する信徒を増やすこと。

６．　ブロック典礼を調整する奉仕するキリスト者小グループを設立する。

７．　去年の計画によって設立した3つのブロックレベル奉仕するキリスト者小グループ役割を明確にし、その活
動を発展させる。
（I）　子どもの信仰教育・教会学校ブロックキリスト者小グループの一年目標
●　今年から、このグループは小学校生だけでなく、中学校一年生も信仰教育に関る。

●　今年、子どもがリ－ダーとともに、『もっと、イエスさまと出会おう！』というテーマとします。

●　リーダーは下記の指針によって子どもに奉仕します。

(a) 信仰教育カリキュラムを作る作業に取り組む。

(b) イベントがある度に子どもにイエスさまと共にいることを、心と身体で感じさせる。

(c) 子どもがイエスさまと共に祈るものになるよう努めす。
(II)　求道者・志願者と共に歩む（入門講座）ブロックキリスト者小グループの目標

●　
求道者を同伴する奉仕者の信仰・指導方法養成を続ける。
●　
奉仕者の人数を増やすように努力する。

●　
求道者・探求者の人数を増やすように努力する。

●　
求道者の都合に合わせ、講座スケジュールを常に訂正する。

●　
ブロック会議に代表者を送り、各小教区評議会と連絡を取る。

（III）
難民、移住、移動者奉仕ブロックキリスト者小グループの目標

　　　●　
京都教区に住んでいる移住者と共に福音宣教の喜びと責任を体験する。
●
各小教区で難民、移住、移動者を助け、日本人信者との統合、相互理解を深める小グループ作りを促進する。

●　
教区の委員会（代表者オヘール神父）及び、奈良協議会、および奈良北部ブロックと連絡する

●　
ブロック会議に代表者を送る。






